
○計画策定、計画実行にあたっての課題

・ 担い手の不足、地区防災計画の理解度の不足

・ 区長交代の際、計画策定の進捗を引き継げない

・ 地区防災訓練の意義についての周知不十分

・地域によって防災活動を行う人員、意識に差がある

３ 課題

地区防災計画について

○県内市町における策定割合（人口比）：53％ ※人口：約109万人、策定済み地区の人口：約59万人（R8.4.1時点）

○地区の範囲は市町により異なる ①自治会・町内会等、小規模な範囲：12市町
                                                 .②地区・校区等、複数の自治会等を合わせた中規模な範囲：６市

.③その他（地域の実情に合わせて柔軟に策定）：１市

１ 地区防災計画の策定状況

○計画策定、計画実行に向けての支援

・ 地区防災計画のひな形の提供

・ NPO団体を派遣し、避難所のレイアウト作成を支援

・訓練実施や資機材等に係る費用補助

・地区等が行う防災訓練に市職員を派遣

２ 市町の取組

・ 市町ごとに地区防災計画の策定・実行の取組の度合いに差がある。

・ 地域の自発的な防災活動の有効な取組の1つとして、「地区防災計画の策定・実行」について解説書に記載。

好事例を紹介・周知することで、横展開を図る。

・ 引き続き、各市町において、地域の実情に応じた施策を実施。

４ 対応

地区防災計画：市町の一定の地区の住民や事業者が行う防災訓練や防災活動に必要な物資の備蓄などの
                      自発的な防災活動について定める防災計画 ※災害対策基本法で規定
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①落橋防止対策 ：平成２５年までに全て完了

②橋脚の耐震補強 ：令和７年度末までに９８％で工事が完了

道路の強靱化の状況

○優先度の高い箇所から順次、橋梁の耐震化や盛土の耐震化、斜面の落石対策などを実施

道路の強靱化の状況について（１）

橋梁の耐震化

○ 緊急輸送道路において、
地震時に橋桁の落下を防ぐための①落橋防止対策や橋の倒壊を防ぐ②橋脚の耐震補強を実施

残る橋梁についても、引き続き、着実に橋梁の耐震化を進めていく

○ 奥能登地域では、令和６年能登半島地震までに橋梁の耐震化が完了していたことから、
落橋は発生せず、耐震化の効果が確認された

対策前

国道２４９号 穴水町大町地内 大町大橋 国道２４９号 能登町宇出津地内 弥栄橋

補強前 補強後対策後
落橋防止

（鋼製チェーン設置） 倒壊防止
（巻立て補強）
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平成１９年能登半島地震
○ のと里山海道では、
１０箇所の盛土の大規模崩壊が発生

○ 盛土内への補強材の設置や排水機能の強化等、
耐震性の向上を図る工法を採用して復旧

令和６年能登半島地震
○ 前回の地震で、耐震化を図り復旧した箇所の被災は、
路面の亀裂などの軽微な被害のみ

○ 今回の復旧も、同様の対策を講じることにより、
盛土の耐震性向上を図る

○ ４車線区間で盛土被害が発生した箇所では、
被災を免れた車線を活用することで、交通機能を確保

○ ４車線化は、災害時の交通機能を確保する上で、大きな効果を発揮

道路の強靱化の状況について（２）

盛土の耐震化

盛土の耐震化のイメージ

補強材(ジオテキスタイル)の設置
盛土材の改良

のり尻工
(ふとんカゴ)

水平排水材の設置

基盤排水層(砕石)

段切り・地下排水溝

十分な排水対策

盛土の補強

過去の災害で得られた知見や最新の技術基準に基づき、既設道路はもとより、新設道
路についても必要な防災対策を着実に進めていく

補強材
（ジオテキスタイル）

復旧工事の状況

至 金沢

至 輪島

大規模崩落箇所

対面通行

被災を免れた車線
を活用して復旧
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取組１（日常的な学習）

取組３（R７～能登でのフィールドワークを通じた防災学習）

学習指導要領（国）：「安全確保のため必要な事項を実践的に

理解し、生命尊重を基盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎

を培うとともに、進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるよう

な資質や能力を育てる」

児童生徒の発達段階に応じて、各教科や特別活動、

総合的な学習の時間などで、計画的に防災教育を実施

取組２（H24～学校安全総合支援事業）

・小・中・高・特別支援学校の拠点校（２９校／年）へ
防災の専門家である学校防災アドバイザーを派遣
・内容：防災講話、防災学習、避難訓練など

防災教育について

總持寺祖院黒島漁港

対象校：奥能登5校以外の全日制高校33校（R7実績1,911名）
訪問先：輪島（總持寺、黒島漁港、朝市通り）珠洲（見附島、すず

なり食堂）、七尾（和倉温泉街）など

バス内での地質学講義

新 「高校生×創造的復興」シンポジウム（仮）
参加者：約100名（フィールドワークに参加した高校生、奥能登地区の高校生、防災学習に取り組む兵庫県立舞子高校の生徒）
内 容：防災に関する学習の発表や創造的復興に向けた意見交換

総合的な学習の時間
「地域防災マップをつくろう」

理科
「流れる水のはたらき」

防災講話

社会科
「くらしを支える情報」

清掃時間中の
避難訓練

ICTを活用して災害時
の通学路の確認
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